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「みどりがおか」 令和５年６月21日（水）

第５号（文責：安藤真二）

「何気ない会話」

私たちはどのくらい雑談している？

雑談には、特にテーマはありません。気

楽に話すこと…。だから、会話の中身のほ

とんどは意味がないでしょう。

これこそ雑談の雑談たる所以でしょう。

私たちの毎日の生活を振り返ると、「今日

は朝から雨で、車が混んでいたね！」「今

朝は、寝坊して慌てて出勤したよ！」「今

日のお昼は何を注文しようかな！」など、

ほぼ意味がない会話で成り立っています。

（飛行機雲 川南 SA 2023.6.4）

仕事をするうえで、雑談は欠かせません。

仕事をする時は、雑談は意図的に交わされ

ています。私は「あなたと共に」あります

よという想いが大切だからです。

（アルストロメリア 宮崎市 2023.6.4）

雑談によって、相手との距離が縮まり、

それが信頼関係につながる。その結果、商

談も進むようになる。これこそ、雑談の力

ではないかと思います。

（ゆり 川南 SA 2023.6.4）

ある日突然体調が悪くなり、「入院して

ください」と言われたらどうでしょう。「今

の仕事に復帰できるのだろうか？」「家族

に心配をかけてしまうなぁ！」「自分の体

は、元通りになるのだろうか？」など、不

安だらけになると思います。

だから、雑談する第三者が近くにいると、

不安な時間を少し忘れて心地良い時間に変

えることもできるでしょう。

雑談は自分を取り巻く環境を豊かにする

価値あるものなのでしょう。

（屋上から眺める 記念体育館 2023.6.3）


